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  （百万円未満切捨）

１．2019年12月期の連結業績（2019年１月１日～2019年12月31日） 
（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年12月期 2,958 3.1 93 △37.0 93 △34.3 62 △34.5 

2018年12月期 2,869 11.8 148 136.9 141 264.7 95 278.0 
 
（注）包括利益 2019年12月期 61 百万円 （△22.6％）   2018年12月期 79 百万円 （130.2％） 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

2019年12月期 25.25 24.81 7.6 3.8 3.2 

2018年12月期 38.63 38.01 12.5 6.5 5.2 
 
(参考）持分法投資損益 2019年12月期 － 百万円   2018年12月期 － 百万円 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

2019年12月期 2,647 876 32.2 343.00 

2018年12月期 2,277 820 35.1 323.34 
 
（参考）自己資本 2019年12月期 853 百万円   2018年12月期 799 百万円 

（注）「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、前連結会計年度に係る連結財政状態については、当該会計基準等を遡って適用し

た後の数値となっております。 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 

2019年12月期 △38 △84 315 1,074 

2018年12月期 226 △85 △145 882 
 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
2018年12月期 － － － 5.00 5.00 12 12.9 1.6 
2019年12月期 － － － 5.00 5.00 12 19.8 1.5 
2020年12月期（予想） － － － － －   －   
（注）2020年12月期の配当につきましては、未定としております。 
 



 
３．2020年12月期の連結業績予想（2020年１月１日～2020年12月31日） 
  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する

当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 2,900 △2.0 80 △14.4 80 △14.1 55 △12.1 22.19 

※ 上期の業績予想に関しては、適正かつ合理的な数値の算出が困難であるため開示をいたしません。 

※  注記事項 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                ： 無    
 

④  修正再表示                          ： 無    

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年12月期 2,487,600 株 2018年12月期 2,473,200 株 

②  期末自己株式数 2019年12月期 260 株 2018年12月期 211 株 

③  期中平均株式数 2019年12月期 2,478,345 株 2018年12月期 2,471,193 株 

 
（参考）個別業績の概要 
2019年12月期の個別業績（2019年１月１日～2019年12月31日） 
（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年12月期 2,919 3.0 60 △49.8 103 △8.4 78 6.8 

2018年12月期 2,834 12.0 121 514.8 112 － 73 － 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 

2019年12月期 31.84 31.28 

2018年12月期 29.90 29.42 

 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

2019年12月期 2,429 662 26.3 256.85 

2018年12月期 2,046 588 27.8 229.65 
 
（参考）自己資本 2019年12月期 638 百万円   2018年12月期 567 百万円 

 
＜個別業績の前期実績値との差異理由＞ 

当期は医療アシスタンス事業の海外旅行保険の付帯サービスの売上が営業活動により伸び、法人・大学売上、インバ

ウンド売上、国際プロジェクト売上も好調でした。また、ライフアシスタンス事業も堅調に推移しました。費用に関

しても人員増による人件費増加、設備投資等に伴って増加しましたが、増収増益となりました。 

 

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、決算短信（添付資料）３ページ「１．経営成績

等の概況（１）経営成績に関する分析②2020年度の見通し」をご覧ください。 

 
 


